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あなたの「ご近所づきあい」の流儀は？（１）

□ ①自分や自分の家族のことは隠しておきたい

□ ②自分のことがご近所で噂されるのはイヤ

□ ③人に助けを求めるのは苦手だ

□ ④人に迷惑をかけることだけは絶対にしたくない

【資料】住民流福祉総合研究所：木原孝久氏



□ ⑤人のことはなるべく詮索しないようにしている

□ ⑥誰かが認知症だと気付いても、誰にも言わないようにしている

□ ⑦困っている人にはお節介と言われない程度に関わる

□ ⑧引きこもるのにも事情があるから、無理にこじ開けるべきではない

□ ⑨お互いのプライバシーは充分に尊重しあうべきだと思う

□ ⑩隣人とはあまり深入りせず、ほどほどの付き合いを心がけている

あなたの「ご近所づきあい」の流儀は？（２）

【資料】住民流福祉総合研究所：木原孝久氏



今の社会を振り返ったとき

【地域社会】
◆思いやりの精神の存在
（「おたがいさまだから」「認サポやろう」・「SOSﾈｯﾄﾜｰｸ作ろう」・
「困っている人を地域で支えよう」という取り組みなど）

【当事者】
◆近所に迷惑をかけたくないという思い

◆困ったときご近所に「助けて!」といえてない現実（孤独
死の問題・困りごとがあったときはすぐに介護サービス
へ移行・サービス漬けになってしまう構図）

⇒地域社会から隔絶！



理念の実現に向けて
「住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける」

（介護保険）



小地域福祉のこれから
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その人の望む
地域での暮らしの継続

（当事者支援）

世帯支援の確立
（家族支援）

隣近所での顔の見える
関係性の見直し（ﾈｯﾄﾜｰｸなど）

「助けて！」といえる土壌作り
（地域における雰囲気作り）
（認知症の理解普及促進）

「認知症を地域でささえる」
という“音あわせ”

当事者意識に基づく
個別支援

小地域でできる
地域福祉活動



地域での暮らしをサービスで切らない

近隣づきあい

民生委員
趣味仲間

役割・生きがい

自宅

近隣の
見守り

サービス
利用調整

従来の発想の
サービス

運営推進
会議

家族

ケア
マネジャー

サービス
利用

「福祉施設に行ったん
だったら安心だわ」
「もう、専門家が関わって
るんだったら大丈夫ね」

「茶飲み友達が減っちゃっ
て淋しいね」

「家族に心配かけたくない
から・・・」

「もう自分では、何もできな
いかも・・・」

「茶飲み友達が減っちゃっ
て淋しいね」

地域から本人を奪ってしまう支援

地域での暮らし



「地域での暮らしをつなぐ・生かす・つくる」ことを考える

近隣づきあい

趣味仲間

役割・生きがい
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小規模多機能
のサービス
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民生委員

地域での暮らしを支える支援

運営推進
会議

事業所と地域とのつなぎ役

地域での暮らし



「認知症の方を地域で支えるための」

～土壌作りと種まき～
（福岡市城南区堤校区）



運営推進会議とは、
指定小規模多機能型居宅介護事業所、指定

認知症対応型共同生活介護事業所、指定地域
密着型特定施設入居者生活介護事業所が、利

用者、市町村職員、地域住民の代表者等に対し、
提供しているサービス内容等を明らかにすること
により、事業所による利用者の「抱え込み」を防

止し、地域に開かれたサービスとすることで、
サービスの質の確保を図ることを目的として、各

事業所が自ら設置することになっています。また、
会議における活動状況の報告や要望、助言等は
記録をし、公表することになっています。



運営推進会議を活かして

◆「介護サービスに預けてればいい」「専門家だけ
に任せておけばいい」という思考からの転換

◆「認知症になっても、介護が必要になっても安心
して地域で暮らし続ける」という理念を共有する機
会

◆運営推進会議を事業所と地域、利用者と地域を
結ぶ有効な手段として活用する



めおといわ「ゆい」
運営推進会議の様子

【参加者】

利用者、家族、自治会長、民生委員
（複数）、公民館長、行政（市役所・区
役所・校区担当保健師）、社会福祉
協議会、認知症介護指導者、近所の
介護事業所・ケアマネなど

【会議の内容】
・運営状況等の報告
・事例報告/検討
・それぞれからの情報発信
・意見交換
・「ゆい」にできること
・「地域」にできること

など・・・。

参加者全員で事例を深めあう

みんなで避難訓練



地域づくり・資源開発機能

◆参加者それぞれのニーズを確認する

〇事業所・・・「２４時間３６５日事業所だけで利用
者の暮らしを支えることは限界がある」

「地域の理解や協力が得られれば、本人の意思と
は無関係の安易な施設入所は防げるはず」

〇地域住人・利用者・・・「老人ホームには入りたく
ない」 「できればこの地で暮らし続けたい」

〇行政・・・「だれもが住みなれた地域で安心して
暮らせるまちづくり」

～共通項目～
「住み慣れた地域での暮らしの継続性」 キーワードは『協働』



三位一体
（目的を明確化する）

地域

行政事業所

認知症でも大
丈夫なまち

できればこの地
に住み続けたい

お年寄りの暮ら
しを支えるため
に地域の理解
協力が必要 だれもが安心して

暮らせる地域づくり

平成２１年度から城
南区で認知症を支え
るモデル地区として
現在も続いている



それぞれの役割
（それぞれの強みを活かす）

住人同士、日々のお付き合い
の中で〝お誘いあわせ〟をす
る。「今度、公民館であるから
行ってみようよ」「無視できん問
題だから・・・。」

認知症ケアに対する助言、
専門的アプローチ、培って
きたスキルを反映

仕掛け人、プログラマー、
それぞれの機関との関係
調整役

地域住人

めおといわ「ゆい」 行政



～地域で認知症を考える～
たとえばサポーター養成講座

への協力

目的：認知症の理解を深めるとともに
地域住人の横のつながりを深める機
会にする。相互扶助の認識を強くする。



認知症への理解が浸透してくると・・・。

〇「もっと認知症の理解を深めよう！」

〇「認知症の人が安心できる地域って関心
しあえる、支えあえる地域ってことだよね。
これって認知症だけではなく、地域にとっ
ても必要なことだよね」

〇「じゃあ、我々一人ひとりにできることっ
てなんだろう」

ほかの校区に呼ば
れていくことも・・・。



～無関心から良質な関心へ～

◆「明日はわが身。自分の将来のことも考えて
できる事をいまやろう！」

◆「地域でお互い関心しあい、支えあうことがで
きるなら、きっとこれからの地域社会の役に立
つだろう」

◆ひとつの成果物としての『地域住人による認
知症啓発劇団“劇団つつみ”』



～劇団つつみ～
「認知症をやさしくつつみ（堤）こんで」

みんなが主体と
なって、イメージ
力をふくらませな
がらシナリオを描
く

あーでもない
こーでもない

寸劇を踏まえて
意見交換

役者は自治会長や
民生委員、ボラン
ティアのメンバー、
社協、公民館のか
たたち・・



地域の文化祭で

１２０名の聴衆者！立ち見
が出るほど！！
⇒「地域住人が主体となる
意味」

○△会長が出とるバイ！民
生委員の□○さんも！！

「やっぱりみんなで考えな
いかん・・・。」





平成２６年度
城南区高齢者
演芸大会で

優勝!!
城南区代表として福岡市の大会へ出場



～堤校区 認知症事業～

つつみカフェ
オープン♪

【目的】
〇認知症になっても住み慣れた堤地区で暮らし続ける
〇認知症に対する偏見や差別をなくす
〇自分達の手で、地域の為にできることを無理なくやる（継続する）
〇当事者も家族も悩みを抱え込まないで相談できる相手・場をつくる
〇地域のことは地域で支える
〇地域の成熟度を上げる（豊かな堤地区を作る）



城南区長
自治協議会
会長

・いろんな人が気軽に
集える場所
・屋台みたいに空いて
る席に座る

ご利用者

・公民館で月一回開催（当日貸切）
・開店時間：10：00～16：00
・自由に気ままに来店
・毎回８０名～１００名近くの来店
・無料（募金箱を設置）
・認サポ受講者が当日ボランティア



自然と話が盛り上がる♪

たくさんの事業所を支え
てくれるサポーターがいる

（認サポ受講者、劇団つつ
み、推進会議のメンバー、
ケースで関わっている民生
委員、サロン仲間）



行政 「ゆい」 地域包括

認知症・介護よろず相談
～公民館の一室をかりて～

「ゆい」・区役所・地域包括で対応

自分たちができること



福岡市
市政だより
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文化・風習

時代背景

家族・友人

仕事・趣味

風土・環境

病気・障害

人

生

人生の歩みの中で築かれたその人の暮らし
家族近隣付合い

寄り合い

友達・仲間
地縁組織

生きがい
病院

なじみの商店

学校

子育て

成人式

仕事

介護

結婚

誕生

引越し
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人
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大切にして
きたもの

関係性



「認知症になっても」
これまで築きあげ
てきた周りとの関係
を断ち切らない

本人を支える
サポーターは身近
に存在する！！
⇒「近助」

通い慣れた週一回の体操教室

長い付き合いの仲間たち



地域そのものが
認知症を支える
サポーター！

毎月開催される
ふれあいサロン

（地域とかかわり続ける）

介護事業所と地域がかかわる



ソーシャル・セーフティ・ネット

家族・親族

隣近所

知人

友人

地域のセーフティネット機能

パーソナルサポートネット

本人が人生でつむいでき
た「糸」をつむぎ直し、支援
の輪を構築する

地域での声掛け運動や
見守りネットワーク等

小規模多機能型居宅介護における
本人中心の支援機能（3層構造）

第1層

第2層

第3層

要援護高齢者
（本人）



民生委員・
推進会議メンバー

民生委員・
推進会議メ
ンバー

推進会議メンバー・
劇団つつみ

ご利用者の
おとなりさん

ご近所

自治会長の奥さん
（ご主人は劇団つつみ/
推進会議メンバー）

昔から
の友人

ご利用者

劇団つつみ

ほかのケースで関わっ
ている民生委員

地域に住ん
でいる
ご利用者

サロン仲間



H25春 地域の方々とお花見


